
１．序

　近年、情報化社会が進むにつれて図書館に代表されるような情報文化施設の意義が再定義されている。例えば従来の

図書館は、モノとしての書物を収集・保存し、それらを閲覧・利用の場を提供する施設であったが、デジタル化によっ

てモノとしての書物から情報が切り離されつつある。そしてまた現代の図書館はデジタル化された情報（ビット・デー

タ）を蓄積し、それらを様々なメディアを通して提供する施設に変容しつつある。こうした状況の中、情報化社会にお

ける建築デザインの新たな提案が求められている。本論では、これをデザイン・オブ・ビットと呼称し、近年の社会状

況の変化を把握した上でその原理を類推的に検討する。その上で具体的な情報文化施設の設計を行い、今後の情報化社

会に対応した建築設計の有効な手法として提案する。 

2現代社会の思考モデル

　近代から現代までの思考モデルを各構成要素の関係性の視点でまとめた。一般的に以下に示すような「ツリーモデル」

から「データベースモデル」への変化が現代社会の思考モデルの特徴と捉えられている。

2.1ツリーモデル　

　近代の世界像（ツリーモデル）では図１に示すような成員をひとつにまとめあげるための単一の大きなシステムが整

備され、その階層秩序（ヒエラルキー）を前提として社会が運営されてきた。

2.2データベースモデル

　
　近代からポストモダンの流れが進むに連れて、図２に示すようなデータベース

モデルが現れるようになった。データベースモデルには全体を規定するような大

きなシステムが存在せず、それぞれの成員が同じ情報からの読み込みとして捉え

る平面的な並列関係が成立している。また、深層にデジタル化された情報の集積

（データベース）があり、表層に視覚化された記号が表出するという二層構造が

成立している。また、表層を決定する審級が深層ではなく表層に、つまり隠れた

情報（データベース）そのものではなく、読み込むユーザーの側にあり、その読

み込み次第で異なった表情を示すという性質がある。表層はデータベースから無

限に紡ぎ出される恣意的な記号として不安定に浮遊している。

3.デザイン・オブ・ビットの定義

　本計画の建築モデルを、現代社会の思考モデルの変化から類推的に検討し、

建物内の各構成要素の関係性の観点から示す。本計画では以下に示すようなツ

リー的建築モデルではなく、データベース的建築モデル（デザイン・オブ・ビ

ット）を提案する。

3.1ツリー的建築モデル　

　これは、図３に示すような各構成要素室のヒエラルキーが存在する建築と定

義する。これは視覚的な焦点の制限が存在するものであり、例えば近代の刑務

所建築に多用された一望監視装置（パノプティコン）はツリー的建築の典型と

言える。このような視覚的焦点を備えた建築は、近代以降の規律社会において

様々な用途の建築に応用されており、図書館建築においても設計手法の一つの

一般解として定着している。しかし、ツリー的建築は利用者の精神的自由を無

意識のうちに律する傾向を持つと思われる。

3.2データベース的建築モデル（デザイン・オブ・ビット）

　これは、図４に示すような各構成要素にヒエラルキーが存在せず、平面的な並列関係にある建築と定義する。これは、

視覚的な焦点を選択する自由が多く存在する建築である。また、図書館であれば、建物の深層（見えない部分）にビッ

ト・データの蓄積が存在し、表層（見える部分）は利用者の使用する情報端末機などのメディアの読み込み次第で異な

った知覚体験をするという二層構造が成立している。つまり、設計者側から空間に対して明確な機能の提示がなく、利

用者側にその決定権が委ねられている。機能は深層であるデータベースから無限に紡ぎ出される記号として浮遊してお

り、情報端末機や利用者の違いによって恣意的に変化する。したがって、この建築モデルは「～室」と呼ばれるような

機能を限定する部屋は極力少なくなっている。 

4.プロジェクト

4.1情報文化施設の性格とデザイン

　現在の図書館は使用者に偏りがあるが、ここでは多様なニーズに答え、気軽にいろいろなメディアを横断できるよう

な情報文化施設にする。また、機能的に情報へアクセスするだけではなく、情報の森を迷いつつ楽しめるような情報文

化施設にする。

このような特性を情報文化施設に持たせるため、図５による検討から、「正方形の反復」、「吹き抜けの連続」、「階

段の連結」という３つの性格を建築デザインに取り込む。

4.1.1正方形の反復

　この建築は、大きさの異なる様々な正方形が隣り合い、その各正方形の四隅に柱を配置するという形で

構成されている。正方形は縦と横の比が同じであるため、上下左右を区別することができない。区別でき

るのは大きい⇔小さいというヴォリュームの違いだけである。そして正方形の大きさに変化を持たせるこ

とで、多様な空間の質の違いを生じさせる。正方形の中身は、明るい⇔暗い、賑やか⇔静か、というよう

な雰囲気の差異があるだけで明確な機能を与えないものとする。このような空間の中で利用者は情報の森

をさまようように、深層にあるデータベースを消費する。

4.1.2吹き抜けの連続

　空間を仕切る壁を極力少なくし、データベースを消費する場所、ギャラリー、カフェ、ショップなどの

各構成要素が互いに干渉せずに、適度な距離を保ちながら、並列的に並んでいる。そして各層の床スラブ

に各正方形内の柱と柱の頂点をランダムに結んだ線を基準線とする吹き抜けが空いている。これによって

利用者には視覚的に多くの対象が併存することになる。それはネットサーフィンをしている状況に近く、

自分が今居る場所の向こうに多様な世界が暗示されている。更に、こうした視線のつながりは「都市性」

という性格を空間に持たせ、開放感のある雰囲気を持たせることに有効である。

4.1.3階段の連結

　各構成要素が並列関係にある建築は、多様な動線を生み、利用者に対してさすらい歩くという行為を誘

発させる。そして、所々に配置された階段は、ウェブページに貼り付けられたリンク先のように、利用者

に対して各構成要素間の移動を助長させ、建物内に流動性のある循環を持たせる。

4.2構造計画

　各正方形の四隅に鉄骨柱を配置し、各層の床スラブを支える。正方形の最大の大きさは16ｍ×16ｍであるが、正方形

の面積が大きくなるにつれて隣り合う正方形の数が増えるので、支える柱の数が上昇し構造的に安定する仕組みとなっ

ている。吹き抜け部分は柱と柱を結んだ基準線に沿って空けられており、その基準線状に鉄骨床梁が入ることになる。

また、コア部分はＳＲＣ造となっている。

4.3平面計画

　敷地中央部を縦断する水路を中心に、建物内の所々に外部空間を配置する。水路周辺部分は親水性のある遊歩道とし

て整備し、その周りにカフェやショップなどの商業施設を配置する。地上4階から８階までは雛壇上に積層され、その

上には片流れの大屋根があり、広く開放的な空間となっている。この空間は主に情報アクセスの場であるが、ギャラリ

ー、ショップ、カフェ、なども併存し、多様な行為が共存する場所となる。各層に空けられたランダムな吹き抜けは、

建物全体を一つの空間としてつなげると同時に、空間にゆがみを生じさせ、多様な雰囲気の差異を作り出す。このよう

な多様な場所が、水路などの周辺環境や、相互に入り組んだ内部と外部の関係、使用する情報端末機の違いなどにより

、それぞれに違った魅力をもつようになる。このような部分と全体が相互に作用しあって変化するような空間にするこ

とで、利用者の多様なニーズに答えられる柔軟性のある建築とする。

4.4ソフト計画

　建物内の所々にデータベースへ接続するための液晶ディスプレイなどの常設の情報端末機が置かれている。もしくは

電子書籍用端末機やＭＰ３プレイヤーなどのモバイル性能のある情報端末機を利用者に貸し出す。利用者はその日の気

分にあった場所を求めて、多様なメディアから深層にあるデータベースを消費する。ソフトは定期的に更新され、常に

最新の情報端末機を体験できるようにする。市民に情報メディアの未来像を知見させるという公共施設の役割も担うよ

うにする。

５．結

　本論では現代社会の思考モデルに基づいた建築モデルを、デザイン・オブ・ビットと呼称し、具体的な計画を通して

提案した。データベースモデルの原理を組み込むことでこれまでの文化施設建築の文脈にない新たな表現を持った建築

を設計することができると考える。デザイン・オブ・ビットの考え方は今後の建築設計において有効であることの一つ

の可能性を示すものと考える。 
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図2　データベースモデル

　データベースモデルの例としてイン

ターネットが挙げられる。インターネ

ットのウェブページには中心がなく、

全体を規定するような大きな物語は存

在しない。また深層にはデジタル化さ

れた情報の集積があり、表層にはユー

ザーの読み込みに応じて作られたウェ

ブページがあるという二層構造が成立

している。　

図１　ツリーモデル

　ジャン・フランソワ・リオタールは

このようなＡがＢを、ＢがＣを規定す

るような階層関係が成立するシステム

を「大きな物語」と呼び、1970年以降

のポストモダンでは、大きな物語が機

能不全を起こし、社会のまとまりが弱

体化したと指摘した。一般的にこの現

象は「大きな物語の凋落」と呼ばれて

いる。

図４　データベース的建築モデル

（デザイン・オブ・ビット）

図３　ツリー的建築モデル

　視線を強制的にある一点へ集約させ

ることで、その空間にいる人間は、自

分が常に監視させられているという意

識を持つようになり、自らを律して行

動するようになる。ミシェル・フーコ

ーはこの一望監視装置（パノプティコ

ン）が近代国家権力の基本的モデルで

あることを発見した。

ツリー的建築モデルの図書館の例

図５　ダイアグラム

３．正方形の所々に階段や
エレベーターなどのコアを配
置する。正方形の隣接部分
の隙間は設備系統のコアと
なる。

５．ランダムな吹き抜けを空
け、縦方向に視線のつなが
りを作り出す。また所々に階
段を配置し、建物内に流動
性のある循環を持たせる。 

４．敷地中央部を縦断する
水路部分を中心に公共的外
部空間を配置する。親水性
のある遊歩道として整備す
る。

１．大きさの異なる正方形が
集積している。正方形の種
類は一辺の長さが４m,6m,8
m,・・・16mの7種類である 。

２．正方形の集積を、敷地の
形状に沿って切り取る。建物
形状はほぼ三角形で、建蔽率
は84.1％（許容90％）である。

　
　本計画では、長野県長野市に、デザイン・オブ
・ビットの具体例として、ビット・データを取り
扱う情報文化施設を設計する。その上で現代の地
方都市の抱える問題点も考察し、具体的な解決策
をあわせて提案する。
　

長野市中心市街地の特徴
　長野市は、他の地方都市と同様に、近年の郊外
型大型店舗の進出などの原因により、中心市街地
空洞化の傾向が見られる（地図上の灰色で塗られ
た部分は空き地）。特に大きな通りに接していな
い街区中央部の空洞化が著しい。

解決策　
　かつての長野駅西口周辺は灌漑用の水路が張り
巡らされていたが、現代は暗渠化されて細く曲が
りくねった道になっている。この道を再び開渠化
し、歩行者のための遊歩道として整備する。そし
て駅前から伸びる遊歩道の先に核となる情報文化
施設を計画し、その動線沿いに街並みを発展させ
ることで街区中央部の空洞化の解決策として提案
する。(下図)

敷地の特徴
　敷地は長野駅から伸びる水路（八代堰）沿いを約
800m北東に進んだ、昭和通と県庁通りが交差する
場所である。敷地は三角形で、中央部に水路が縦
断している。

都市的計画
　長野駅から情報文化施設にかけて伸びる水路
を歩行者のための遊歩道として整備し、その水
路沿いに所々に分散した形でデータベースに接
続できる施設を設置する（地図上の赤い部分）
。つまり水路をデータベースに接続するための
インフラにコンバージョンして、網状的に街並
みを発展させることで街区中央部空洞化の解決
を図るものとする。
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